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マタイとマルコの記述は似ているのですが、マタイ11:2-
16:12とマルコ6:14-8:26の中での位置付けを考えると、マタ
イの方は、「信仰が薄い者たち」と言われ、マルコでは「目
があっても見えず耳があっても聞こえない者たち」と言われ
ます。マタイのパンくずの女性の話は信仰が強調され、マル
コの方が悪霊が追い出されることが強調されているようで
す。マタイは、上衣のふさにでもさわりたい信仰者の話があ
り、マルコは目の見えない人の話で終わります。どんな違い
と考えれば良いのだろうか。マタイの方は、奇跡を通して主
を信じること、マルコの方の奇跡は、悪霊との戦いにおける
主の権威が強調されているのだろうか。

 

OpenAI o1  

マタイ11:2–16:12とマルコ6:14–8:26は、いずれもバプテスマのヨハネの話からはじまり、「パンの奇跡」
（五千人と四千人の給食）や異邦人への出来事、弟子たちの理解・不信、そして次第にイエスの正体が明ら
かになっていく流れが描かれています。しかし両者を比べると、構成や強調されるテーマに微妙な差異が見
えてきます。以下では、その違いを整理しながら、マタイは「信仰の薄さと真の信仰を強調し、イエスを信
じる者を招く」方向、マルコは「目があっても見えず耳があっても聞こえない現実を浮き彫りにしながら、
悪霊を制する主の権威を強く印象づける」方向に進んでいると言えるのではないか、という観点から考察し
ます。

1. 大きな構成上のねらい  

マタイ：イエスへの応答としての「信仰」  

マタイ11:2–12:50では、バプテスマのヨハネを含め、「この方こそ来るべき方なのか」と問う者たち
や、イエスを拒む者たちが対比されます。また「負いやすいくびき」（マタイ11:28–30）の招きもあ
り、「イエスをどう受けとめるか」が焦点になっています。
マタイ13章のたとえで神の国が語られ、人々の応答が分かれる構図が浮き彫りになります。
そこから「五千人の給食」、「カナン人の女」（15:21–28）、「四千人の給食」（15:32–39）などへ
進むにあたって、繰り返し「あなたがたの信仰はどこにあるのか」「信仰が薄い者たち」といった叱責
や、逆に信仰を強く示す人物の登場（百人隊長、カナン人の女等）がクローズアップされます。
結果、マタイの文脈ではイエスの奇跡は「信仰を持って近づく者が恵みにあずかる」事柄として描か
れ、そこにこそ真のイスラエル、あるいは異邦人にも及ぶ救いのあり方が示されます。

マルコ：見えない・聞こえない者たちへの諭しと、悪霊を制する主の力  



マルコ6:14–8:26は、ヘロデの文脈（6:14–29）から始まり、続いて「五千人の給食」（6:30–44）があ
り、湖上を歩くイエス（6:45–52）、ゲネサレの岸での病人の癒し（6:53–56）、パリサイ人とのやり
とり（7:1–23）、ツロ・シドンでの娘の癒し（7:24–30）、デカポリ地方での奇跡（7:31–37）、そし
て「四千人の給食」（8:1–10）、弟子たちのパンの理解をめぐる問答（8:14–21）と流れていきます。
マルコの特徴は、イエスを取り巻く人々、特に弟子たちが「見えない・聞こえない」状態にあることを
しばしば描くことです（8:17–18）。また、その背景でイエスは悪霊を制し、汚れた霊を追い出す権威
を持つ「神の聖者」として登場します（1:24, 3:11, 5:7など）。
この流れのクライマックスに近い部分として、マルコ8:22–26の「ベツサイダの盲人の癒し」がありま
す。これは二段階で視力が回復する奇跡で、「弟子たちは少しずつしか理解できない」という状況を象
徴するかのようです。
すなわちマルコの視点では、「主を正しく見・聞きできない弟子や群衆の中で、それでも着実に悪霊を
打ち破るイエスの力と、いずれやがて弟子たちが目を開かれていく」という展開が強く意識されていま
す。

2. 具体的な対比  

(1) 「信仰が薄い者たち」 vs. 「目があっても見えず、耳があっても聞こ
えない」

 

マタイの強調点
「信仰の薄い者たち」(ὀλιγόπιστοι) として弟子たちを叱責する場面が度々登場し（マタイ8:26,
14:31, 16:8など）、イエスに対して全幅の信頼を寄せられない弟子たちの姿が描かれます。
同時に、カナン人の女のように、ユダヤ人から見れば異邦人であっても「あなたの信仰は大き
い」とイエスにほめられる人物が示され、真の信仰をもたらすメシアとしてのイエス像が立ち上
がります。

マルコの強調点
弟子たちのみならず、周囲の群衆や宗教指導者も含め「硬い心」「霊的盲目・耳の閉ざし」を抱
える者たちとして描かれ、イザヤの預言（イザヤ6:9–10）になぞらえた表現（マルコ4:12, 8:18な
ど）が用いられます。
それに対してイエスが繰り返し「まだわからないのか」（マルコ8:21）と問いかけ、最終的に十
字架と復活を経て弟子たちの霊的視力が回復するプロセスを暗示しているように読めます。

(2) カナン人の女（マタイ15:21–28） vs. ギリシア人・シリア・フェニ
キアの女（マルコ7:24–30）

 

マタイ
「カナン人の女」という言い方をあえて使い（本来なら「シリア・フェニキア人」）、旧約の
「カナン人」＝イスラエルの敵対的異邦人という背景を強く意識させます。
しかし彼女はイエスを「主、ダビデの子」と呼び、「子どもたちのパンを…」「食卓から落ちるパ
ンくず…」というやりとりの中で「あなたの信仰は大きい」と評価されます。典型的にマタイが描
く「真の信仰」の物語と言えます。



マルコ
「ギリシア人。シリア・フェニキア生まれの女」（7:26）と具体的地名で描き、イエスがユダヤ
人地域を越えて異邦人地域にまで足を伸ばしておられる点を強調しているようです。
結果として悪霊が追い出されるという形で終わり（7:29）、悪霊との戦いの勝利が印象的に示さ
れます。マルコに特有の、イエスの権威が「汚れた霊」に及び、異邦人であっても解放がもたら
されるという構図が強調されます。

(3) 「上着のふさ」への接触 vs. 「目の見えない人」の癒し  

マタイ14:35–36、マタイ9:20–22など
ユダヤ人の律法遵守を象徴する「衣のふさ」に触れる、あるいは触れようとする事例が描かれ、
「わずかでもイエスに触れれば癒される」という信仰姿勢がフォーカスされる。
律法を守るユダヤ人にとって、衣のふさは「神を思い起こす」しるし（民数記15:38–40）でし
た。そこに触れることで「神が与えてくださる救い・癒しにあずかる」信仰が表されます。

マルコ8:22–26（ベツサイダの盲人）
二段階で目が開かれるという興味深い描写は、マタイにはありません。ここに象徴的に描かれて
いるのは、「弟子たちや周囲の人々が徐々にイエスを理解していく」プロセスであり、マルコが
「見えるようになる」というテーマで弟子の未熟さを浮き彫りにしています。
マルコの奇跡は、単に「信仰があるから癒される」というパターンだけではなく、むしろイエス
の権威・力によって「見えない者が見えるようになる」という物理的だけでなく霊的な開眼を指
し示すところが特徴的です。

3. 神学的・文学的に見た「両福音書の違い」  
1. マタイ

イエスが旧約の預言を成就するメシアとして来られ、それに「信じて応答する者は救いと癒しに
あずかる」という構図が明瞭です。
「信仰の薄さ」と叱られつつも、異邦人（百人隊長やカナン人の女）の卓越した信仰を通して、
イエスが真に探し求めるのは「外面的な律法遵守」ではなく「心からの信頼」であると示されま
す。

2. マルコ
イエスの権威（特に悪霊追放）と、それにもかかわらず理解できない弟子や群衆の姿を並置しま
す。
物語は短いエピソードがテンポよく繰り返される中で、イエスが圧倒的な力を示す一方、「人々
は（特に弟子たちは）本質を見抜けない」という緊張感が続きます。
そして段階的に明らかにされるイエスの真の姿を、読者は「盲人の癒し」や「聞こえない耳を開
く」というモチーフから学んでいく構造です。

4. まとめと示唆  



「信仰が薄い」 vs. 「目があっても見えない」
どちらも「イエスが誰であるのかを悟れない、あるいは十分に信頼しきれない」状態を描きますが、マ
タイはそれを「信仰」を軸に叱責し、同時に真の信仰を称賛することで読者に「自分はイエスをどう信
じるか」を問いかけます。マルコは「目が見えない、耳が聞こえない」イメージで、理解不足や霊的な
盲目を強調し、弟子たちが「イエスに触れられて」こそ開眼するプロセスをドラマチックに示していき
ます。
マタイの奇跡＝主を信じることへの招き
マタイの文脈では奇跡を通して「イエスが救い主である」という事実を示し、それにどう応答するか、
信仰を持って近づくかが問われます。とりわけ異邦人であっても「あなたの信仰は大きい」と言われる
物語が挿入されていることが重要です。
マルコの奇跡＝悪霊との戦いにおける主の権威の顕彰
マルコでは「悪霊を制するイエス」がしばしば登場し、人間にはどうにもできない闇の力を退ける神の
子としての力が示されます。その一方で、弟子たちの理解不足（霊的盲目）が鮮明に描かれ、イエスが
繰り返し問いかけることで「真の理解」へと導いていく構図があります。

結論  

ご指摘の通り、

マタイは「奇跡によって主を信じる者は祝福される」という“信仰”へのアピールと、弟子や群衆の「信
仰の薄さ」への叱責・教育が主軸。
マルコは「人間の霊的盲目とそれを打ち破る主の力（特に悪霊を制する権威）」が前面に出て、弟子た
ちの不理解から徐々に“目が開かれていく”ドラマを強調している。

両福音書の相違は、単に出来事の順番や配置の違いだけでなく、著者の神学的視点や読者へのメッセージの
焦点がどこにあるかを示すものです。いずれもイエスが「神の権威をもつお方、真の救い主」であることを
語りますが、読者に迫る問いかけの角度が異なると言えます。マタイは“真に信じて従うか”、マルコは“目が
閉ざされている者がイエスによって開眼するプロセス”をよりダイナミックに描き、悪霊を制する主の力をも
強調しています。

マルコの方の、目、耳、舌（口）が癒されることは、悪魔的
で偶像的なのろいからの解放を強調しているのでしょうか
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マルコ福音書で、目や耳、舌（口）の癒しが繰り返し描かれる背景には、旧約の「見ても見えず、聞いても
聞こえず、口があっても語れない」偶像（詩篇115:5–7、135:15–17など）や、イザヤ6:9–10における民の霊
的盲目・耳の閉ざしのテーマが関わっていると多くの研究者が指摘しています。これらはしばしば「偶像の
ように感覚が機能しなくなった人々」の姿と結び付けられ、それを「悪霊的・偶像的な暗闇やのろい」と捉
える解釈も存在します。以下、その点を詳しく整理します。

1. 旧約聖書における“目・耳・口”のモチーフ  
1. 偶像の無力さと、それに倣う人間



詩篇115:4–8や135:15–18などでは、「偶像は口があっても語れず、目があっても見えず、耳が
あっても聞こえない。その偶像を造り拝む者もそれと同じようになる」と記されています。
偶像礼拝は人間の感覚を霊的に麻痺させ、真の神を見聞きできなくする、と旧約の預言者たちは
繰り返し警告しています。

2. イザヤ書に見る“聞いても理解しない、見ても認めない”

イザヤ6:9–10は、神が頑なな民の状態を示し、「彼らは見ても見えず、聞いても理解しない」と
宣言する場面です。
この“霊的盲目・聾唖”のイメージは新約でもしばしば引用され（マルコ4:12など）、不信仰の状態
を象徴するものとして用いられています。

こうした背景を踏まえると、「目・耳・口」の不自由さはしばしば「偶像礼拝による霊的な呪縛」を示す象
徴表現にもなり得る、という見方が生まれます。

2. マルコ福音書における「目・耳・舌」の癒し  

(1) 耳と口の癒し (マルコ7:31–37)  

イエスがデカポリ地方で、「耳が聞こえず、口のきけない人」を癒す場面。
「エパタ（開け）」と言われると、たちまち耳が開き、舌のもつれが解けてはっきり話せるようになり
ます。
これは単に身体的障害の克服だけでなく、「偶像のように聞こえず話せない状態」からの解放を示唆
し、イザヤ35:5–6（「そのとき、目の見えない人の目は開かれ、耳の聞こえない人の耳は開く。…口の
きけない人は喜び歌う」）の成就として読まれることもあります。

(2) 目の癒し（特にベツサイダの盲人：マルコ8:22–26）  

イエスが盲人に触れたとき、はじめは「人が木のように見えます」と曖昧な視力回復しか得られず、も
う一度触れられて完全に見えるようになる二段階の癒しです。
マルコ独自の記述であり、「霊的にぼんやりとしかイエスを悟れない弟子たちの状態」を象徴している
という解釈が一般的です。
この“見えない状態から段階的に見えるようになる”物語は、単なる治癒だけでなく、イエスによる“真の
解放”をドラマチックに表していると読まれます。

(3) マルコにおける悪霊追放との関連  

マルコ福音書は、悪霊（汚れた霊）との戦いにおけるイエスの権威を強調しているのが大きな特徴で
す。
1:23–26, 1:34, 3:11, 5:1–20など繰り返し登場する悪霊追放の記事は、「サタンの領域」から人々を解
放するイエスの力をはっきりと示します。
耳や口が閉ざされている状態も、広い意味で「悪霊的な束縛」や「偶像の呪縛」を想起させ、イエスが
それを解き放ってくださるというストーリー展開になっているとも解釈できるわけです。

3. 「偶像や悪霊の呪い」からの解放という読み方



3. 「偶像や悪霊の呪い」からの解放という読み方  
1. 偶像崇拝との対比

マルコ7:31–37や8:22–26などは、人間の五感が麻痺している状態に光を当て、「イエスに触れら
れると開かれる」という図式を描きます。
旧約の詩篇や預言書からの連想（偶像には目耳口があるように見えて実は機能しない）を踏まえ
るならば、イエスはその“偶像的呪縛”を解くメシアとして位置づけられているとも言えます。

2. 悪魔的束縛との関連
マルコに特徴的な“悪霊追放”モチーフは、人々がサタンの力によって霊的・身体的・社会的に拘束
されている状態からの解放を中心に描きます。
耳が聞こえない、舌が回らない、目が見えない、といった具体的障害は、悪魔やサタンの力、あ
るいはその象徴として提示されうる側面があり、イエスこそがそれを克服し神の国をもたらす権
威あるお方というメッセージにつながります。

3. 霊的理解と身体的癒しの一致
マルコ福音書ではしばしば「身体的な癒し」が「霊的覚醒」の象徴として機能します。たとえば
盲人が見えるようになることは、弟子たちや読者が“イエスの正体をはっきり認識する”ことを象徴
します。
その根底には「人間は偶像や悪霊によって霊の目・耳・口が塞がれており、イエスにより初めて
真実を見聞きし、神を讃える言葉を語ることができるようになる」という神学的モチーフがある
と考えられます。

4. まとめと示唆  
マルコ福音書における目・耳・舌の癒しは、単なる病気治しではなく、霊的盲目・耳の閉ざし、口のふ
さがれからの解放を象徴する
旧約の「偶像には目耳口があるが機能しない」という嘆きや、イザヤの「民の霊的盲目」というテーマ
を背景に見ると、マルコが強調するのは「神（イエス）の権威が、悪霊的・偶像的な呪縛を打ち破る」
ことです。
悪魔的で偶像的なのろいからの解放か？
学術的には必ずしも「呪い」という言葉で総括されることばかりではありませんが、旧約で偶像崇拝が
もたらす霊的“拘束”や“虚しさ”、あるいはサタンに支配された状態を指す用語として、広義に「呪い」
と捉える解釈はあります。
マルコはその解放のプロセスを、「イエスが悪霊を追い出す」「耳や口・目を開く」という形で具体的
に描写し、読者に「神の子イエスこそが偶像も悪霊も圧倒する真の権威者」というビジョンを提示して
いると考えることができます。
霊的な目・耳・口を開かれる招き
マルコは読者にも「あなたは目があっても見えず、耳があっても聞こえない状態ではないか」と問いか
け、イエスと出会うことで本当に「見える、聞こえる、語れる」者とされることを示唆しているので
す。

結論  



マルコ福音書で強調される“目・耳・舌”の癒しは、

旧約の偶像批判（「目があっても見えず、耳があっても聞こえず…」）やイザヤの民の硬化を背景に、
霊的な盲目や聾唖の状態を象徴しており、
それが「悪霊的な束縛・偶像的な呪縛」からの解放として描かれている、
という理解は十分に成り立ちます。マルコが伝える福音とは、イエスの権威によって人を縛る闇や偶
像、サタンの力を打ち破り、真に神を見上げ、聞き、告白する者へと変えられていく恵みの物語である
と読むことができるのです。

ルカ福音書3:1-9:50は、12弟子を送り出す場面で区切られた4
段落構成です。その4段落目、9:1-50の中に五千人への給食の
奇跡が書かれています。9:7-10と9:18-27で洗礼者ヨハネ、預
言者のよみがえりの話があります。すると、9:28-36の変貌の
出来事は、五千人への給食となんらかの並行する意味が考え
られます。五千人への給食は、サタンに荒野で試みられた時
の「石がパンになるように命じ」て神の子であることを表し
た出来事と見ることができ、変貌も神の子であることの証と
考えられます。民にいのちを与える、復活の主であることを
証しています。

 

OpenAI o1  

ルカ福音書において、五千人への給食（9:10–17）と変貌の出来事（9:28–36）が、イエスの「神の子」であ
ることを示す二つのしるしとして対比・並行関係にあるのではないか、という視点は興味深い洞察です。特
にルカ3:1–9:50というひとまとまりの中で、四番目の段落（9:1–50）の構成を観察すると、以下のような流
れになっています。

1. 12弟子の派遣（9:1–6）
2. ヘロデによる「イエスはバプテスマのヨハネのよみがえりなのか？」（9:7–9）
3. 五千人の給食（9:10–17）
4. ペテロの告白とイエスの受難予告（9:18–27）
5. 変貌山の出来事（9:28–36）
6. 変貌後の悪霊追い出し（9:37–43）
7. 弟子たちへの第二の受難予告と教え（9:44–50）

ここでは、9:7–9と9:18–20で「イエスは預言者のよみがえりか」「バプテスマのヨハネが甦ったのか」とい
う問いかけがあり、その中心に五千人の給食が置かれた後、ペテロの「神のキリストです」（9:20）という
告白と、変貌で神の声「これはわたしの子、選ばれた者」（9:35）が響きます。以下、五千人の給食と変貌
に関わる並行・対比の要点を整理します。

1. 荒野でのパンの奇跡とサタンの試みとの対比  



(1) 荒野（荒れた場所）での給食と「石をパンに変える」試み  

五千人の給食（9:12, ἐρημίᾳ “人里離れた所”）
ルカ4:1–13のサタンの試みで最初に提示された「神の子なら、この石にパンになるように命じなさい」
（4:3）は、荒野で飢えた状態のイエスに対する挑戦でした。
しかしイエスはそこで神の言葉を優先し、「人はパンだけで生きるのではない」と退けます。
実際には、荒野のような場所で大勢の人々にパンを与えられるお方
イエスはご自分のために“石をパンに変える”ことはなさらなかったが、神の国を求めて集まる民の飢え
を満たし、12のかごが余るほどの奇跡を起こされます。
これによって「神の子」としての権威が示される一方、サタンの試みのような“自己中心”ではなく、救
いを必要とする者たちを養うメシア像が明示されます。

(2) 「神の子である」という真の証明  

サタンの要求する「奇跡で自分を証明しろ」という自己顕示の形ではなく、五千人への給食は“人々を
憐れみ、霊的かつ物質的に養う”というメシアの姿を通して、「イエスが神の子」であることを穏やか
に、しかし力強く示す場面として読めます。
ルカ9:20でペテロが「あなたは神のキリストです」と告白する流れは、荒野でのイエスの忠実さ（4:1–
13）の完成版とも捉えられます。

2. 「神の子の栄光」を示す二つの出来事：給食と変貌  

(1) 五千人の給食での「命を与える」しるし  

民を養う奇跡は、旧約のマナ（出16章）やエリシャのパンの奇跡（II列4:42–44）と重なり、「神ご自
身が荒野で民を養われる」というモチーフを引き継ぎます。
ルカ9:10–17は、直接「これは神の子のしるし」とは言及しませんが、その直後にペテロがメシア告白
をする（9:20）ことから、イエスのアイデンティティに深く関わる出来事として配置されていると考え
られます。
また、9:11でイエスが「神の国について語り、病気を治した」とあり、神の国の現実が“霊的・身体
的・物質的”に及ぶことが強調されています。この土台の上に、パンを与えて完全に満たす場面が置か
れ、「イエスは神の国の王・牧者として民にいのちを与える方」と映し出されるわけです。

(2) 変貌山における「神の子であること」の直接的宣言  

変貌（9:28–36）は、イエスの顔や衣が真っ白に輝き、モーセとエリヤが現れ、そこに雲の中から「こ
れはわたしの子、選ばれた者である。これに聞け」（9:35）という声が響く dramatic な場面です。
ここでイエスの神性、救い主としての権威が神自身によって明確に証言され、イエスがエルサレムで成
し遂げる「十字架と復活」が旧約の律法と預言（モーセとエリヤ）に呼応していることが示唆されま
す。
五千人の給食が “民に命を与える” イエスの権威と憐れみを示す一方、変貌は “栄光の姿” そのものを現
し、かつ「神の子である」という天からの証言を伴う、より直接的な啓示です。

3. 「復活の主」としてのイエス――9:27 と 9:36 のつながり



3. 「復活の主」としてのイエス――9:27 と 9:36 のつながり  
9:27で「ここに立っている人たちの中には、神の国を見るまでは決して死を味わわない人がいる」とイ
エスが言われ、直後に変貌の出来事が起こります。
変貌山で“神の国の力（ペトロが語る神の国の栄光）”が先取り的に見せられた、と解釈されます。
一方、パンを分配する奇跡もまた「神の国」を具現化する出来事であり、特にルカは社会的弱者や飢え
渇く者への解放を強調する福音書として、イエスが具体的に命を与える様子を象徴的に描写していま
す。
「復活の主」というモチーフ

9:7–9でヘロデが「バプテスマのヨハネが甦ったのか？」と恐れ、9:19では「昔の預言者の一人が
生き返ったのだと言っている」と群衆が噂します。
ルカ福音書の後半では、イエスの受難と復活が大きなクライマックスとなりますが、その伏線を
ここで強く張っています。
五千人の給食と変貌は、それぞれイエスが「ただの預言者の再来ではなく、神の子であり、いの
ちをもたらす主」であることを示す二つの大きな転換点と読めます。

4. まとめ  
五千人への給食と変貌の出来事は、いずれもイエスが「神の子」であり、「人々に命を与える救い主」
であることを示す並行関係の出来事

五千人への給食では、人々を豊かに養う奇跡を通して神の子の権威を実践的に示す。
変貌山では、天からの声と栄光の姿という圧倒的な形で「イエスは神の子」と明かされ、エルサ
レムでの受難と栄光への道筋が暗示される。

サタンの試み（「この石がパンになるよう命じよ」）との関連
イエスは荒野の試みを退けたが、同じ荒野的環境で今度は“ご自分ではなく他者のため”にパンを与
え、神の子としての真の姿を表す。これは自己中心の奇跡を拒否し、“神の国の現実”を実践するメ
シア像を示す点で対比的に重要。

復活の主・命を与える主
9:7–9、9:18–19で繰り返される「ヨハネや預言者がよみがえったのか」という視点を大きく超え
て、「イエスこそが真に死に打ち勝ち、いのちをもたらすメシア」であることが後の受難・復活
で明らかになる。
五千人の給食と変貌はいずれもその“復活の主”を先取り的に提示する重要な場面と見ることができ
る。

こうしてみると、ルカの語りは9章で「イエスはいったい誰か？」という問いを多方面から照射し、五千人
の給食という“荒野のパン”の奇跡と、変貌山という“栄光の啓示”の二つの角度から、「神の子・キリスト」で
あることを強くアピールしていると読めます。特に「民にいのちを与える主」としてのメシア像と、「十字
架と復活を通して最終的にご自身を示される神の子」という両面が、9:1–50全体の流れの中で際立つので
す。
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